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第３号様式（第15条、第17条、第18条関係）

事業者排出量削減計画書

主たる業種

基準年度
（20～22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

9475Ｂン910Ｌ５ン18902.8ン187702ン'-5.8ハーン
9338.8ン'9101.5ン'8902.8ン18770.2ン'-4.4バーン

('､､､,、
事業の用に供す
る建築物の用途

基遁年度
（22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

教育施設 ３．７１ ３．４９ ３．４４ －５．４１’､－，ン

罫業活動に伴う排出【

基準年度
（22）年度

第１年度
（23）年度

第２年度
（24）年度

第３年度
（25）年度

5.0パーセン 110.0パーセン １１０．０バーン １２１．０パーセン

(i1iIwMm、 第１年度

（23）年度

第２年度

（24）年度

第３年度

（25）年度

００トン 0.0トン ０．０トン

0.0トン ０．０トン 0.0トン

0.0トン 0.0トン 0.0トン

０．０トン 0.0トン ０．０トン

0.0トン ０．０ン 0.0トン

該当する□には，レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は，レ印の記入は不要です。

「細分類番号」とは，統計法第２条第９項に規定する統計基準である日本標準産業分類の細分類番号をいいます。

「基準年度」とは，計画期間の前年度又は計画期間の前の三年度の事業活動に伴う排出の量又は原単位の数値の平均をいいます。

「増減率」とは，基準年度と比較した計画期間の平均の増加又は減少の割合をいいます。
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氏名（法人にあっては，名称及び代表者の氏名)Ｕ－
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事業者の区分

国12条第１項第１号

京都府地球温暖化対策条例施行規則ロ12条第１項第２号又は第３号

□12条第１項第４号
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基本方針
立命i館地球環境委Ｉ員{会が定めた：雫成32年(2020)年までに単位面Ⅲ積あ｣たﾐIqllの1原単位を,平成2(1990)1年バルに戻す削
減目標；実現画ためl瞳|平成26(2()13)i年度までに集雫均2%以i坐西削減慈行な'|う|dillmWZljlllll1l{ＩＩＬ?｛到>l1ll1illj1三l:i｣二二jハi二

計画を推進するた
めの体制

総長をi委員長|とまる立命I館地球環境委員｡会においriJ1l進捗状況を点検管理謙る狐jllhll1ilWIhil{ｌＬｊ/１４:Hf;Ｉ別｣ｊｉゴDi了古:!「1コ

温室効果ガスの排
出の実績及び削減
の目標

温室効果ガスの排出ＩＤ

|事業活動に伴
面

フ

量

排出の量

|評価の対象となる排出の量

目標の根拠

基準年度
１１](20￣22)｢年度

第１年度
(23)i十年度

第２年度
(24)》(年度|i）

第３年度
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増減率
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排出量の7割を占める衣笠ｷ'１iパjKは老朽機器更新を継続じて行な｣宣できてお
大型空調

り31ｌこの３年間においては
機を!含め更新による省エネルギー効果の犬きWSIものがあiり'10%の削減を目指す.≦：
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原単位当たりの温
室効果ガス排出量
等

事業の用に供す
る建築物の用途 原単位の指標
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動に伴う排出の量

h(廷床面積255.239;８０㎡） /100 

事業活動に‘

（ 

伴う排出の量
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原単位の指標及び目標の根拠
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増減率
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ギニ効果の大きい|ものがあ

重点的に実施する取組の実施計画
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備考

具体的な取組及び
措置の内容
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電力事情不安定化に態|ろ夏期節電要請を契機に全学に要請を行なり》《!:｢使用状況や機器設定
状況を点検鰍'''1不必要なものや無駄の排除を行なうｉ６ｉｌｉｌ夏期は最大15%を削減目標とし〈二年ｉＦ
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通勤における自己
の自動車等を使用
することを控えさ
せるために実施し
ようとする措置

措置の内容

上記の措置を採用する理由

l公共交通機関での通:動を?基本と；,じてb;》る8ｉＦｉｌｌＩ〃lliifi:ilillllil'ull1工謎Ｊ１ご認四;Ｗｉ

従前より行!ならて！;,)1る措置であilり轍lll大Ｉ学周辺は十分(な駐車場ｶﾐなく１$ili,学
生の迷惑駐軍など近騨に与えるi影響を少なぐ載るため6≦LLilJ認ill1I''''11'(■)'H'/'１

森林の保全及び整
備，再生可能エネ
ルギーの利用その
他のm地球温暖化対
策により削減する
量

区分

森林の保全及び整備によるもの

府内産の木材の利用によるもの

再生可能エネルギーを利用した電力
又は熱の供給によるもの

グリーン電力証書等の購入によるも
の

温室効果ガス排出量の削減効果分又は温

室効果ガスの吸収効果分の購入によるも
の

合計
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備考

地球温暖化対策に
資する社会貢献活
動

①学生など|の課外活動による環境活動1審のＩ参力脈iliiilllllhlilf:i鼠|乏口.)'二{工溌烹iillll;i三１１１i１１:｡ｊｉｌｉ＃i〈
②挙生詮生徒諭児童蕊の自然環境に関議|ろ教育6ｉｉｉｗｉｌ１ｌｌｍｌｌＷｌ鞘|にi〃Ｔｌ;i1L三;Ｉｉｌ塵ｉ１１１Ｉｌｉ'i雪Ｉｌｉｌ芝;獅ｌＪｉ
③本学の;実施事例の|関連団体研修会l霜:の事例報告61(lILしill{丘董/};二五1コ'１戸A1llllBi獅二註)'１いllIIll;し
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